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序　　　　文

　仙台市の文化財保護行政に対しまして、日ごろからご理解、ご協力を賜
り感謝申し上げます。
　市内には、旧石器時代から近世にいたるまで数多くの埋蔵文化財が残っ
ております。先人たちの残した貴重な文化遺産を保護し、保存活用を図り
つつ次の世代に継承していくことは、現代に生きる私たちの大きな責務で
あると考えております。そうしたなかにあって、国史跡に指定され調査・
整備の進む仙台城跡や、山田上ノ台遺跡を保存し、体験学習型施設として
整備された縄文の森広場などは、市民の皆様の深いご理解とご協力のたま
ものといえます。
　本報告書は、平成 17 年に本市では７番目となる国史跡指定をうけた郡
山遺跡の西側で進められている、「仙台市あすと長町土地区画整理事業」に
関連した長町駅東遺跡の調査成果をまとめたものです。
　今回の調査では、竪穴住居跡などは確認されませんでしたが、長町駅東
遺跡からはこれまでに総数 300 軒近い竪穴住居跡と、大溝と材木列による
区画施設が発見されるなど、多賀城造営以前の陸奥国府と考えられる郡山
遺跡の官衙を支えた集落として注目される遺跡となっております。
　今回の調査成果が、地域の歴史を解き明かしていくための資料となり、
多くの方々に活用されれば幸いです。
　最後になりましたが、発掘調査から本報告書の刊行に際しまして、ご指
導、ご協力くださいました皆様に深く感謝申し上げる次第です。

　平成 20年３月

	 	 	 	 	 	 	 仙台市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　　荒井　崇





例　　言

１．本書は、仙台市教育委員会が実施した「仙台市あすと長町土地区画整理事業」に関連する長町駅東遺跡第８			

　　次調査（41街区・マンション建設）の発掘調査成果についてまとめたものである。

２．発掘調査は、仙台市教育委員会のもと、株式会社シン技術コンサルが行った。

３．報告書刊行にあたっては、仙台市教育委員会文化財課　工藤信一郎、主浜光朗の指導の下、遺物整理から本書

　　の編集にいたるまでの作業は、株式会社シン技術コンサル　藤田亮一が担当した。

４．本書の執筆については、Ⅰを工藤、Ⅱ～Ⅵを藤田が担当した。

５．調査及び報告書の作成に当たり、ナイス株式会社仙台支店よりご協力を賜った。記して、感謝の意を表す次第

　　である。

６．調査・整理に関する全ての資料は、仙台市教育委員会が保管している。

凡　　例

１．遺構図中の座標系は、「平面直角座標第Ⅹ系」を基準としている。図中及び本文記載の方位北は、全て座標北

　　を基準としている。

２．本書中の土色の記述には、原則として『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄 1997）を使用している。

３．調査において検出された遺構については、以下の略号を使用し、遺構ごとに略号を付した。

　　　ＳＤ：溝跡　　　　Ｐ：ピット　　　　ＳＲ：河川跡

４．遺構番号については、長町駅東遺跡調査開始時からの通し番号である。

５．出土遺物の登録には、以下の遺物記号を使用し、遺物ごとに番号を付した。

　　　Ｃ：土師器（非ロクロ調整）　　　　Ｅ：須恵器　　　　Ｇ：平瓦

６．土師器実測図内面のスクリーントーン（網）は、黒色処理されていることを示している。

７．遺構図等の縮尺は、下記の通りである。但し、その縮尺で掲載が困難なものについては、適宜縮尺を変えてい

　　る。各図にはそれぞれのスケールを付した。

　　　平面図：1/120・100・40　　　　土層断面図：1/80・40

８．遺物実測図の縮尺は 1/3 とし、掲載した遺物写真は原則として同じ縮尺とした。但し、写真図版 7－ 7・10・

　　14以外のものは 1/2 で掲載した。

９．遺物観察表中の（　）内数値は残存値を示す。
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Ⅰ　調査に至る経過

１．調査事由
　長町駅東遺跡は、仙台市南部の副都心整備事業である「仙台市あすと長町土地区画整理事業」の施行に伴い、平

成３年・４年に実施された確認調査により、所在が明らかになった遺跡である。長町駅東遺跡の調査は、平成 13

年から現在まで継続して行われており、今回の調査で第８次調査となる。これまでに、総数 300 軒近い竪穴住居

跡が発見されているが、特に平成 15年・16年の調査では、集落の区画施設と考えられる材木列１列、一本柱列４列、

通路状遺構を伴う大溝跡が確認され、区画施設の変遷が想定されている。

　第８次調査は区画整理事業に伴う調査ではなく、ナイス株式会社によるマンション建設計画に伴い、仙台市教育

委員会に事業地内に所在する埋蔵文化財の取り扱いについて協議書が提出されたことに始まる。開発地は、あすと

長町土地区画整理事業地区 41ブロック地内で、長町駅東遺跡の南端部にあたり、現況は宅地造成整備が行われ更

地となっていた。平成 15年に確認調査が行われ、溝跡などが確認されていたことから、教育委員会と事業者の協

議を経て、計画されている南北２棟の建物部分を対象に発掘調査を実施することとなった。

２．調査要項
　　　　遺	跡	名	：長町駅東遺跡（仙台市文化財登録番号Ｃ―317）

　　　　所	在	地	：仙台市太白区長町六丁目

　　　　　　　　　　	あすと長町土地区画整理事業地区 41ブロック１・２・３・５ロット

　　　　調査期間：2007 年（平成 19年）７月２日～ 2007 年（平成 19年）８月 24日

　　　　調査主体：仙台市教育委員会

　　　　調査担当：仙台市教育委員会文化財課調査係　　工藤信一郎　　主浜光朗

　　　　　　　　　株式会社シン技術コンサル　　調査員　藤田亮一　　調査補助員　原野真祐

												調査対象面積：約 1,000㎡

　　　　調査面積：700㎡　

Ⅱ　遺跡の立地と環境

１．長町駅東遺跡の位置（第１図）
　長町駅東遺跡は仙台市の南東部、太白区長町六丁目地内に所在する。ＪＲ東北線長町駅南側の旧国鉄貨物ヤード

跡地内にあり、その範囲は南北 480 ｍ、東西 200 ｍの 90,000㎡に及ぶ。平成 17年７月に「仙台郡山官衙遺跡群

郡山官衙遺跡　郡山廃寺跡」として国史跡指定を受けた郡山遺跡の西側に隣接している。

　遺跡は北側 1.5㎞を流れる広瀬川右岸の、標高 10ｍ前後の自然堤防と後背湿地上に立地し、北を広瀬川、南を

名取川によって画された「郡山低地」の中央やや西寄りに位置している。

２．周辺の遺跡（第２図）
　仙台市南部の太白区内には、名取川の両岸や青葉山丘陵の先端にあたる向山・土手内の丘陵部にかけて多くの遺

跡がある。長町駅東遺跡の周辺にも多くの様々な時代の遺跡が所在しているが、関連する一部の遺跡を概観してみ

る。

　本遺跡の東側に隣接する郡山遺跡は、飛鳥～奈良時代の官衙・寺院跡である。仙台市教育委員会では、昭和 54
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年から継続的に発掘調査を行っている。これまでの調査によって、７世紀後半～８世紀初頭にかけて大規模な役所

跡が２回（Ⅰ期官衙・Ⅱ期官衙）にわたって造営されたことが明らかになっている。Ⅰ期官衙は、７世紀中頃から

７世紀末にかけて造営され、古代陸奥国の建国に関わった重要な柵跡、Ⅱ期官衙は多賀城以前の陸奥の国府と考え

られており、東北地方では最古の伽藍を有する寺院「郡山廃寺」が付属している。

　本遺跡の北東側に位置する西台畑遺跡からは、100 軒以上の竪穴住居跡が確認されており、長町駅東遺跡と合わ

せると総数 370 軒ほどの竪穴住居跡が確認されている。これらの住居跡は、７世紀中葉～８世紀初頭としており、

官衙とほぼ同時期のものと考えられることから、郡山遺跡の西側一帯には、官衙の造営や運営に関わる集落が広がっ

ていたことが窺える。

　周辺の遺跡と歴史的環境の詳細については、仙台市文化財調査報告書第 283 集「郡山遺跡発掘調査報告書　総

括編」（2005）、及び第 315 集「長町駅東遺跡第４次調査」（2007）を参照していただきたい。

1

3

1
22

3

0 （1:30,000） 1.5km

宮城県

1. 長町駅東遺跡　2. 郡山遺跡　3. 西台畑遺跡 国土地理院発行 数値地図 25000 仙台を使用

第 1図　長町駅東遺跡位置図
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Ⅲ　調査の方法と概要

　調査区設定にあたっては、マンション用地の建物部分を対象に北棟をＡ区、南棟をＢ区とし、その中間にＣ区を

設定した。

　重機により盛土からⅢ層上面（遺構確認面）まで掘削してから、遺構の確認作業を行った。その後、下層遺構を

確認するために、再度重機によりⅢ層を除去しⅣ層以下の調査を進めた。排土場所の関係で、Ａ区から盛土及び表

土掘削・遺構面精査・埋め戻しを行い、順次Ｂ区・Ｃ区と進めていった。盛土整地層はＡ区では 1.3 ～２ｍ、Ｂ・

Ｃ区では 2.5 ～３ｍもあり、盛土及び表土掘削にはかなりの日数を要した。

　各調査区の大きさ及び調査面積は、Ａ区東西 14m×南北 27m・約 380㎡、Ｂ区が東西 14m×南北 21m・約 300㎡、

Ｃ区が東西 5m×南北 4m・約 20㎡である。

　図面の作成については、「平面直角座標系第Ⅹ系」を基準とし、5×10mを単位とする平面区配図を作成した。

これを各区に合わせ、それぞれＡ 1～Ａ 25、Ｂ 1～Ｂ 23、Ｃ 1～Ｃ 7までの番号を付し、それをグリッド番号

として遺物の取り上げに使用している。　調査の各記録は、遺構図面等については平面・断面図をトータルステー

ションで計測し、土層図については手実測・デジタルカメラによる写真実測及びトータルステーションを併用し、

作業の迅速化を図った。

0 （1:7,500） 300m

4区

3区

2区 調査区調査区

長町駅東遺跡長町駅東遺跡

郡山遺跡郡山遺跡

西台畑遺跡西台畑遺跡

長町駅長町駅

第 2図　調査地点図
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第 3図　調査区位置図・グリッド番号図
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Ⅳ　基本層序

　調査区には、表土として約２～３ｍの厚さで盛土整地層があり、これ以下を基本層序とした。比較的堆積状況の

良好だったＢ区東壁を基準に分層した（第４～６図）。

　Ｂ・Ｃ区は基本層序に大差はないようであるが、Ａ区のⅢ層の下層については河川堆積層とみられるため、基本

層から除外し土層図に観察表を付した。

Ⅰ層：近年の水田耕作土で、層厚は 10 ～ 20㎝である。Ｂ区南北・東壁（第５図）の土層で確認された畦畔は、

この水田耕作土に伴うものである。

Ⅱ層：暗褐色の砂質シルトで、Ｂ区の中央部から東側だけにみられる。層厚は５～ 30㎝で、東側に若干傾斜しな

がら厚くなるようである。ＳＤ 245・246 溝跡は、この層の上面からの掘り込みが確認されている。

Ⅲ層：褐色の砂質シルトで、鉄分を多量に含み、ほぼ全調査区でみられる。層厚は 10～ 50㎝で、非常に起伏が

著しい堆積状況である。Ⅲ層全体から土師器・須恵器片が出土しており、古代の遺物包含層と考えられる。SD248

溝跡は、この層の上面からの掘り込みが確認されている。

Ⅳ層：暗褐色の粘土質シルトで、層厚は 10～ 40㎝ありⅢ層同様に起伏が著しい。この層の上位から若干土師器・

須恵器片が出土している。

Ⅴ層：褐色の粘土質シルトで、鉄分を多量に含む。層厚は５～ 50㎝とⅢ・Ⅳ層同様起伏が激しく、南側に行くに

従い厚くなるようである。

Ⅵ層：暗褐色の粘土で、鉄分を多量に含みグライ化している。

Ⅶ層：黄褐色の粘土で、鉄分を多量に含む。

Ⅷ層：砂礫層で、Ａ区の最下層も同様である。

0 （1:80） 2m

10.20m

8.50m

SPA SPA’
東壁 東壁

SPB SPB’
東壁 東壁

河5
河4 河1

河3

河6

整地層

河2

Ⅲ

河1

整地層

河1 河1
Ⅲ

ⅢⅢ Ⅰ

層位 土　色 土　性 備　考
Ⅰ 　2.5Y3/2　 黒褐色 砂質シルト
Ⅲ 　10YR4/6　褐色 砂質シルト 　B区の基本層序Ⅲ層に相当する
河1 　10YR5/4　にぶい黄褐色 砂質シルト 　河川堆積層
河2 　10Y3/2　  オリーブ黒色 砂質シルト 　河川堆積層
河3 　2.5Y4/2　 暗灰黄色 砂質シルト 　河川堆積層
河4 　10YR5/6　黄褐色 細砂 　河川堆積層
河5 　10YR4/4　褐色 細砂 　河川堆積層
河6 砂礫 　1～5㎝大の小石と砂

第 4図　A区基本層序図
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河4

河3
河2

SR1

SR1

Ⅲ

Ⅷ

Ⅷ

Ⅵ
Ⅶ Ⅶ

Ⅴ

Ⅳ

畦畔

層位 土　色 土　性 備　考
河1 　2.5Y3/3　 暗オリーブ褐色 粘土質シルト
河2 　10YR3/3　暗褐色 粘土質シルト

　砂混じり

河3 　10YR4/2　灰黄褐色 粘土質シルト
河4 砂礫 　2～5㎝大の小石と砂
河5 　10YR4/3　 にぶい黄褐色 粘土質シルト
河6 　10YR3/3　暗褐色 粘土質シルト 　砂混じり

SR1河川跡土層注記表

第 5図　B区基本層序図
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Ⅴ　検出遺構と出土遺物

　Ａ区からは遺構は確認されず、発見された遺構としては、Ｂ区及びＣ区から溝跡６条、ピット８基のほかに河川

跡が確認された。出土遺物は土師器・須恵器の破片がほとんどであるため、復元実測等で図示可能なものを掲載した。

１．A　区（第 7図）
　遺構確認面となるⅢ層上面の精査を行ったが、西～南側にかけては後世の撹乱により大きく削平され、Ⅲ層は部

分的にしか残存しておらず、遺構は検出されなかった。遺物は縄文土器・土師器・須恵器の破片が数点出土している。

　西側に隣接する副都心大通り線を対象とした調査区（2Ｂ区・平成 14年調査）では、下層に縄文時代後期・晩

期の遺物包含層が確認されていたことから、下層調査区を設定し精査を行った。調査の結果、Ⅲ層以下のⅣ～Ⅷ層

は河川堆積層とみられ、その下は砂礫層となることから、縄文時代の包含層については今回の調査地点までは延び

ていないことが考えられる。重機によりこの砂礫層の一部をさらに３ｍ下まで掘削したが、湧水が激しく壁面が崩

落を起こすことから断面等の記録は作成できなかった。

0 （1:80） 2m

10.60m 10.60m
SPA SPA’ SPA SPA’
北壁 北壁 東壁 東壁

整地層 整地層

カクラン Ⅲ ⅢSD250
SD250

層位 土　色 土　性 備　考
Ⅰ 　10Y3/1　  オリーブ黒色 砂質シルト 　近年の水田耕作土
Ⅱ 　5Y4/4　    暗オリーブ色 砂質シルト
Ⅲ 　10Y4/4　  褐色 砂質シルト 　古代の遺物包含層
Ⅳ 　10YR3/4　暗褐色 粘土質シルト
Ⅴ 　10YR4/6　褐色 粘土質シルト
Ⅵ 　5BG 5/1    青灰色 粘土
Ⅶ 　2.5Y5/3　 黄褐色 粘土
Ⅷ 砂礫 　1～5㎝大の小石と砂

B･C区　基本層序土層注記表

第 6図　C区基本層序図
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0 (1:120) 2m

SPA
SPA

’

SPB
SPB

’

東
壁

東
壁

東
壁

東
壁

カクラン

Ⅲ層が部分的に残存する範囲Ⅲ層が部分的に残存する範囲

下層調査区の範囲

カクラン

カクラン

カクラン

第 7図　A区調査区平面図
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２．B　区（第 8図）
　Ⅲ層上面の精査では、溝跡５条、ピット８基が検出され、ほかに河川跡が確認された。出土遺物は土師器・須恵

器片が出土している。

　調査区東壁に設けた側溝掘削作業中、Ⅳ層中から土師器片が出土したことから、Ⅳ層上面とⅤ層上面での遺構確

認のための精査を行った。Ⅳ層では上位から土師器・須恵器の破片が数点出土したが、遺構は検出されなかった。

また、Ⅴ層では一部トレンチを設定し精査を行ったが、遺構・遺物は検出されなかった。

（１）溝　跡
①SD245溝跡（第 8・9図）

　調査区東壁での観察によれば、本来の検出面はⅡ層上面である。南西から北東方向に走り、南北軸はＮ－ 60°－

Ｅである。検出長は 19ｍ、上端幅 3.64 ～４ｍ、下端幅 30～ 47㎝、深さ１ｍを測る。断面形はほぼ平坦な底面

から 30㎝ほどの高さまでは直立気味であり、そこから外傾しながら緩やかに立ち上がる。底面は若干凹凸がある

がほぼ平坦である。底面のレベルは南西側が若干低いが、極端な差はみられない。

堆積土は４層に分けられるが、自然堆積とみられる。遺物は、１～３層より、土師器甕、須恵器甕（第 11図１）、

平瓦（第 11図２）などの破片が数点出土している。最下層の４層からは、木片や木葉等が出土していることから

ある程度溜水していたものと考えられる。

②SD246溝跡（第 8・9図）

　調査区東壁での観察によれば、本来の検出面はⅡ層上面である。ＳＤ 245 溝跡と重複しており、南西側が切ら

れている。南西から北東方向に走り、若干南東側に蛇行するようで、南北軸はＮ－ 66°－Ｅである。検出長 14ｍ、

上端幅 0.96 ～ 1.4 ｍ、下端幅 30～ 80㎝、深さ 30～ 60㎝を測る。断面形はＵ字形を呈し、外傾しながら緩やか

に立ち上がる。底面は若干凹凸があるがほぼ平坦である。底面レベルは、全体的に北東側に若干傾斜している。　

堆積土は４層に分けられ、自然堆積とみられる。遺物は、３・４層から土師器坏・甕、須恵器甕（第 11図３）な

どの破片が数点出土している。

③SD247溝跡（第 8・9図）

　検出面はⅢ層で、南西から北東方向に走り、南北軸はＮ－ 65°－Ｅである。検出長 3.5 ｍ、上端幅 48～ 56㎝、

下端幅 24～ 28㎝、深さ 22～ 30㎝を測る。断面形は逆台形を呈し、外傾しながら立ち上がる。底面は若干凹凸

があるもののほぼ平坦で、北東側が５㎝ほど低くなる。

堆積土は単層であるが、自然堆積とみられる。遺物は、底面から土師器甕と須恵器甕（第 11図４）の破片が出土

している。

④SD248溝跡（第 8・9図）

　南壁セクションによる観察では、Ⅲ層上面からの掘り込みで、南東側は上部にⅡ層が堆積している。北西から南

東方向に走り、南北軸はＮ－ 37°－Ｗである。検出長 12.3 ｍ、上端幅 36～ 79㎝、下端幅 21～ 46㎝、深さ５～

42㎝を測る。中央部から北西側にかけて、後世に削平を受けたものとみられ溝幅が狭くなっているが、本来は南

東側と同じぐらいの幅だったと考えられる。断面形は北西側が逆台形、南東側がＵ字形を呈し、外傾しながら緩や

かに立ち上がる。底面は凹凸があるもののほぼ平坦で、北西側に比べ南東側が 20㎝ほど低くなる。

堆積土は単層であるが、自然堆積とみられる。遺物は出土しなかった。

⑤SD249溝跡（第 8・9図）

　検出面はⅢ層で、南東側を SD245 溝跡に切られている。北西から南東方向に走り、南北軸はＮ－ 37°―Ｗであ

る。検出長１ｍ、上端幅 70㎝、下端幅 20㎝、深さ 42㎝を測る。断面形は逆台形を呈し、外傾しながら立ち上がる。

底面はほぼ平坦である。堆積土は単層で、自然堆積とみられる。遺物は出土しなかった。
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第 8図　B区遺構配置図
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0 （1:40） 1m

7.70m8.20m

7.80m

7.80m

7.80m

7.80m7.70m

SPA SPA’SPA SPA’

SPA SPA’

SPB SPB’

SPA SPA’

SPA SPA’SPB SPB’

1

2

4

3 S

S

S

SS

S

S
S

S

1

2

4

3

4

1

2

4

3

1 1

1
1

SD245

SD245SD246

SD246 SD247 SD248

SD248 SD249

遺構名 層位 土　色 土　性 備　考
1 砂質シルト 若干粘性有り、下位に鉄分を多量に含む
2 2.5Y3/3　 暗オリーブ褐色

10YR3/3　暗褐色
粘土質シルト

3 10YR3/3　暗褐色 砂質シルト Ⅲ層の流入土を含む
4 2.5Y3/1　 黒褐色 粘土質シルト 木屑･木葉等を含む、グライ化
1 7.5Y3/2　 オリーブ黒色 砂質シルト
2 10YR3/4　暗褐色 砂質シルト 若干粘性有り
3 10YR4/3　にぶい黄褐色 砂質シルト Ⅲ層流入土を含む
4 10YR3/1　黒褐色 粘土質シルト

SD247 1 10YR3/4　暗褐色 砂質シルト
SD248 1 10YR3/1　黒褐色　 粘土質シルト Ⅲ層がブロック状に混じる
SD249 1 10YR4/3　にぶい黄褐色 粘土質シルト

SD245

SD246

B6 －
B13・17・18・22 －
Ｂ9 SD245に切られている

10YR3/3　暗褐色1 砂質シルト
2.5Y3/3　暗オリーブ褐色2 粘土質シルト
10YR3/3　暗褐色3 砂質シルト
2.5Y3/1　黒褐色4 粘土質シルト
7.5Y3/3　オリーブ黒色1 砂質シルト
10YR3/4　暗褐色2 砂質シルト
10YR4/3　褐色3 砂質シルト
10YR3/1　黒褐色4 粘土質シルト
10YR3/4　暗褐色1 砂質シルト
10YR3/1　黒褐色1 粘土質シルト
10YR4/3　にぶい黄褐色1 粘土質シルト
10YR3/2　黒褐色1 粘土質シルト

2 10YR3/3　暗褐色 砂質シルト

22～30
5～42
42

350
1230
100

48～56
36～79
70

24～28
21～46
20

層位 土　性深 さ長 さ 上 幅 下 幅 土　色

Ｎ－65°－Ｅ
Ｎ－37°－Ｗ
Ｎ－37°－Ｗ

埋　土規　模（cm）

SD247
SD248
SD249

C2・4 － 76450 230前後 17～31Ｎ－45°－ＥSD250

B10・13・14 SD245に切られている 30～601400 96～140 30～80Ｎ－66°－ＥSD246

1001900 364～400 30～47B7・9・1013 SD246、249を切る Ｎ－60°－ＥSD245

方　向遺構名 グリッド 重　複

第 9図　B区溝跡の土層断面図

第 1表　溝跡観察表
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（２）ピット（第 10図）
　調査区の西側でまとまって８基（Ｐ１～８）検出された。平面形はほぼ円形を呈し、径 20～ 28㎝、深さ５～

18㎝で、柱痕跡はなく建物等の配列も確認されなかった。いずれのピットも遺物は出土しなかった。

0 （1:40） 1m

X=-198028
Y= 4908

X=-198030
Y= 4908
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Y= 4904

7.80m

7.80m 7.80m 7.80m 7.80m
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SPA’
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SPA’

SPA

SPA’

SPA SPA’

SPA SPA’ SPA SPA’ SPA SPA’ SPA SPA’

SPA SPA’SPA SPA’

11

1

1

1
1 1

1

P1

P2

P3

P4
P5

P6
P7

P8

P1 P2 P3 P4

P5 P6 P7・P8

長軸 短軸 深さ
(㎝) (㎝) (㎝) 土　色 土　質

P1 B13
B13
B13
B13
B13
B13
B13
B13

円形 23 22 10 1 10YR4/3　にぶい黄褐色 粘土質シルト 柱痕跡なし
P2 円形 24 24 5 1 10YR4/3　にぶい黄褐色 粘土質シルト 柱痕跡なし
P3 円形 28 22 8 1 10YR3/2　黒褐色 砂質シルト 柱痕跡なし
P4 円形 29 26 17 1 10YR3/3　暗褐色 粘土質シルト P5に切られる 柱痕跡なし
P5 円形 23 21 5 1 10YR4/3　にぶい黄褐色 粘土質シルト P4･6を切る 柱痕跡なし
P6 円形 25 25 10 1 10YR3/3　暗褐色 砂質シルト P5に切られる 柱痕跡なし
P7 円形 22 20 14 1 10YR3/4　暗褐色 砂質シルト P8に切られる 柱痕跡なし
P8 円形 27 22 11 1 10YR3/3　暗褐色 砂質シルト P7を切る 柱痕跡なし

重複など 備　考層位 埋　土No. 地区･グリッド 形状

第 10図　B区ピット平断面図

第 2表　ピット観察表
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（３）その他
①SR1河川跡（第 8図）

　調査区の南西側で、北西から南東方向に走るように確認された。調査区壁面での堆積状況をみると、南側に傾斜

するようであるが規模等は不明である。Ⅲ層堆積後に形成されたもので、SD248 溝跡と同じく上位にはⅡ層が堆

積している。遺物は、１層から平瓦（第 11図５）の破片が出土している。

1 2

4 5

3

10cm0 （1:3）

３．C　区（第 12図）
　非常に狭い範囲の調査区であったが、溝跡 1条が検出された。

（１）溝　跡
①SD250溝跡（第 12図）

　検出面はⅢ層で、北～西側は撹乱により壊されているが、南西から北東方向に走り、南北軸はＮ－ 45°―Ｅである。

検出長 4.5 ｍ、上端幅 2.3 ｍ前後、下端幅 17～ 31㎝、深さ 76㎝を測る。断面形は SD245 溝跡に類似しており、

平坦な底面から 20㎝の高さまで直立気味であり、そこから外傾しながら緩やかに立ち上がる。

堆積土は 2層に分けられるが、自然堆積とみられる。遺物は出土しなかった。

第 11図　SD245・246・247溝跡　SR1河川跡　出土遺物
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4. 遺構外出土遺物（第 13図）
　遺物はⅢ層全体とⅣ層上位から若干出土している。土師器の坏（第 13図 1・3・7）・甕（第 13図 8・9）、須恵

器の坏（第 13図	6）・甕（第 13図 2・5）・蓋（第 13図 4）などであるが、そのほとんどが破片資料としての出

土である。

0 （1:40） 1m

8.30m

1

2

カクラン

SD250

カクラン

SD250SPA SPA’

SPA

SPA’

SPA
SPA

’

北壁

北壁

東
壁

東
壁

SPA

SPA’

遺構名 層位 土　色 土　性 備　考
1 10YR3/2　黒褐色 粘土質シルト
2 10YR3/3　暗褐色 砂質シルト Ⅲ層を若干含む

SD250

第 12図　C区遺構配置図・土層断面図
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第 13図　遺構外出土遺物
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Ⅵ　まとめ

(1) 今回の調査地点は長町駅東遺跡の登録範囲の南端部分にあたり、平成 15年に実施した確認調査から住居跡な

どは無く遺構密度も薄いことが想定されていた。今回の調査では、古代～中世にかけての溝跡が６条検出された。

他にピット・河川跡も確認されたが、竪穴住居跡などの遺構は検出されなかった。

(2) Ａ区は古代の遺構確認面であるⅢ層面の 1/2 の範囲が、後世の撹乱により壊されており、残存する部分でも遺

構は検出されなかった。また、Ⅲ層以下は古代以前の河川堆積層であることが確認された。

(3) Ｂ区では、溝跡５条が検出された。調査区壁面の土層観察では、SD245・246 がⅡ層上面、SD248 はⅢ層上

面からの掘り込みが確認された。遺構の時期については、Ⅲ層が古代の遺物包含層とみられることから、SD245・

246 が古代～中世、SD248 が古代のものと考えられる。また、SD247・249 は出土遺物及び重複関係などから、

古代以降のものと考えられる。南側で確認された河川跡 SR1 は上位にⅡ層が堆積しており、古代～中世にかけて

形成されたものと考えられる。

(4) Ｃ区は、盛土整地前に削平を受けており、整地層直下でⅢ層が確認された。SD250 はこのⅢ層上から掘り込ま

れており、遺物は出土しなかったが、断面形・規模等が SD245 に類似することから古代～中世のものと考えられる。

(5) 今回の調査は狭小な範囲の調査であり、出土遺物も少ないことから、溝跡の性格などについての検討はできな

かったが、今後行われる周辺での調査成果等とあわせて、長町駅東遺跡と郡山遺跡官衙との関係について検討して

いきたい。
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A区全景（南から） A区下層調査区全景（南から）

Ⅰ～Ⅲ層南北・東壁（北側）土層断面１（西から） Ⅰ～Ⅲ層南北・東壁（中央）土層断面２（西から）

Ⅳ～Ⅷ層南北・東壁（北側）土層断面１（西から） Ⅳ～Ⅷ層南北・東壁（中央）土層断面 2（西から）

Ⅳ～Ⅷ層南北・東壁（中央）土層断面 3（西から） Ⅳ～Ⅷ層南北・東壁（南側）土層断面 4（西から）

写真図版　1

Ⅲ
Ⅲ
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B区全景（北東から）

南北・西壁（中央）土層断面 1（東から） 南北・西壁（北側）土層断面 2（東から）

東西・南壁（中央）土層断面１（北から） 東西・南壁（東側）土層断面 2（北から）

写真図版　2

Ⅲ
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B区南北・東壁（中央）土層断面１（西から） B区南北・東壁（南側）土層断面 2（西から）

B区東西・北壁（東側）土層断面１（南から） B区東西・北壁（中央）土層断面 2（南から）

SD245・246溝跡検出状況（北東から） SD245・246溝跡全景（北東から）

SD245・246溝跡全景（南西から） SD245溝跡土層断面A（南西から）

写真図版　3
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Ⅳ
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SD245 溝跡土層断面B（北東から） SD247溝跡検出状況（北東から）

SD247溝跡全景（北東から） SD248溝跡検出状況（北西から）

SD248溝跡全景（北西から） B区ピット群検出状況（西から）

B区ピット群全景（北西から） SR1河川跡検出状況（北西から）

写真図版　4
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B区下層調査区全景（北から）

南北・東壁（北側）土層断面 1（西から） 南北・東壁（中央）土層断面 2（西から）

東西・北壁（東側）土層断面（南から） 東西・南壁（東側）土層断面（北から）

写真図版　5
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C区全景（北から）

南北・東壁土層断面（西から） 東西・北壁土層断面（南から）

SD250溝跡全景（南西から） SD250溝跡土層断面（南西から）

写真図版　6
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写真図版　7
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